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節電の動機・タイプ・継続性の因果関係 
2011夏、東電利用世帯 
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震災後の節電では、規範的動機の役割が大きかった 

（西尾、2015） 



“ナッジ” 
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ひじでそっと突く, 軽く押す； 
（人の）注意を引く； 
（ある状態などに）近づく 

選択を禁じることも、 
経済的なインセンティブを大きく変えることもなく、 
人々の行動を予測可能な形で変える 

nudge 
 

【nʌʤ】 
(プログレッシブ英和中辞典) 

(実践行動経済学, Thaler and Sunstein, 2008) 

 
' 

2000年台後半に、行動経済学の分野で提唱 
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論理への訴えかけが有効と
なる人間観

直感への訴えかけが有効とな
る人間観

完全合理的
自身の利益を最大にするため
の最良な行動を常に取ること
ができ、そのために利用可能
な全ての情報を利用できる。

限定合理的
人間の認知能力や判断能力の
限界から、合理性は限られる。

利己的
自己利益を極限まで追求する。
一見利他的に見える振る舞い
も、実は自己利益を狙う打算
的なもの。

社会的
自分の利益にならなくても社会
のためになることを進んで行う。

自制的
一度決めたことは、誘惑に負
けず必ず実行する。

非自制的
目先の誘惑に負けて、問題を
先送りしがちである。

人間の振る舞い 
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現実に歩み寄ることで、行動変容を促す 

（小松・西尾、2013） 



社会性 
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この地域の77％の住民はエアコンの
かわりにファンをよく使っています

社会
規範

情報
のみ

どうすれば省エネできるか？エアコン
のかわりにファンを使えばいいんです

環境
保護

エアコンのかわりにファンを使えば一ヶ
月で262ポンドのCO2排出を減らせます

社会的
責任

エアコンのかわりにファンを使えば一ヶ
月の電力量消費量を29％減らせます

個人利益エアコンのかわりにファンを使えば
一ヶ月54ドルを節約できます

個人
利益

Nolan et al.（2008）より作成

翌月の消費量（kWh/日）
12.0 13.0 14.0 15.0

周囲の行動に同調する傾向がある 
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事例 家庭のピーク節電実証研究 
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目的 

スマートメータ・HEMS普及期に求められる要件を意識しつつ、
節電行動を促す情報提供手法の新機軸を打ち出す 

介入内容 

① 料金プラン (30分逓増型) 

② 情報提供 (宅内モニタ、省エネアドバイスレポート等) 

対象・期間  

2013/8～2014/11 

千葉県船橋市のマンション 
（高圧一括受電、新築） 

協力世帯は約500（第1期約230 + 同年秋入居の第2期約270） 

 

 

本研究は、野村不動産およびファミリーネット・ジャパンが実施した「スマートマンション・エネルギー 

システムに関する省エネ調査」の一環で、共同研究機関として当所が参画する形で実施 

（野村不動産） 



省エネアドバイスレポート自動生成システム 
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ストーリー設計 
・探索コスト低減 

・社会規範 

・顕著性の高い表現 

ストーリー選択 
・世帯ごとに 

 適したものを選択 

世帯・時間帯別 

データ 

画面 

モジュール 

レポートの 

ストーリー 
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気付きの過程を支援する 

（向井他、2015） 
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検証例： 2013年度夏季 
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系統ピーク(平日13-16時)の節電行動を促す情報を優先配信 

同時間帯で最大1割程度の節電効果(kW)(B-D群) 

期間中消費量のみの分析 
からは統計的な有意差を 
確認できていないが(※)、 
省エネ効果(kWh)より高く、 
狙い通りにピーク抑制が 
促進されたことを示唆 

節電意識も有意に向上 

アンケート・インタビュー 
から整合的な結果を確認 

（向井他、2015） 

13-16時 (時刻) 

（第1期世帯；2013/8/7-9/6の平均） 
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「家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調査 試験調査」を 
業務に活用した例 
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統合集計（参考値） （環境省、2016） 
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